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私
は
、
愛
媛
県
ま
ち
づ
く
り
総
合
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
た
２
年
後
の
昭
和
63
年
４
月
か
ら

２
年
間
在
籍
し
、
数
号
の
舞
た
う
ん
編
集
を
担

当
し
ま
し
た
。
野
村
町
に
復
帰
後
、
茅
葺
き
民

家
「
土
居
家
」
修
復
、
第
４
次
野
村
町
総
合
計

画
、
地
域
づ
く
り
団
体
「
の
む
ら
維
新
塾
・
女

性
会
議
」
の
主
催
な
ど
、
地
域
に
直
結
し
た
事

業
に
携
わ
れ
た
の
も
、
セ
ン
タ
ー
で
の
経
験
に

寄
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
私
は
、
昭
和
の
合
併

を
経
て
周
辺
地
域
や
山
村

集
落
が
衰
退
す
る
様さ

ま

を
地

域
の
中
で
体
験
し
、
再
び
平

成
の
合
併
に
直
面
す
る
事
態
と

な
り
ま
し
た
。

　
「
地
域
づ
く
り
」
に
は
様
々
な
視
点
が
あ
り

ま
す
。
私
の
場
合
は
「
地
域
社
会
の
あ
り
方
と

住
民
の
関
わ
り
（
地
域
活
動
）
」
に
つ
い
て
、

い
わ
ば
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」
を

一
つ
の
切
り
口
と
考
え
ま
し
た
。
地
域
の
活

力
や
文
化
は
与
え
ら
れ
る
の
で
な
く
地
域
に

よ
っ
て
創
ら
れ
る
。
人
を
信
じ
、
語
り
、
汗
を

か
く
こ
と
か
ら
、
農
山
村
に
夢
と
誇
り
を
取
り

戻
そ
う
。
平
成
の
合
併
に
あ
た
り
、
こ
ん
な
会

話
の
で
き
る
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
、
西
予
市
誕

生
の
２
ヵ
月
後
、
平
成
16
年
６
月
６
日
に
『
む

ら
の
新
資
源
研
究
会
・
山
奥
組
』
を
発
足
し
ま

し
た
。

　

山
奥
組
は
、
多
分
に
理
想
主
義
で
経
済
面
に

弱
い
？
の
が
欠
点
で
す
が
、
会
員
は
松
山
・
東

京
な
ど
幅
広
く
、「
十

じ
ゅ
う
も
ん
 
だ
 

文
田
の
森
」
の
里
山
保

全
活
動
、
巨
樹
調
査
と
「
野
村
の
巨
樹
91
選
」

の
発
行
、
惣そ

う
が
わ川

地
区
の
空
き
家
を
活
用
し
た
農

村
体
験
交
流
施
設
「
小
松
山
荘
」、
渓た

に
す
じ筋

地
区

の
清
流
米
と
地
域
産
品
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
宅

配
事
業
」、
伝
統
文
化
や
技
術
を
継
承
す
る
竹

工
芸
講
習
・
ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
、
多

少
な
り
と
も
夢
が
形
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
地
域
の
若
い
市
職
員
た
ち
も
多
忙

な
中
で
部
会
事
務
局
を
引
き
受
け
る
な
ど
、
活

動
に
参
画
し
始
め
ま
し
た
。

　

地
域
づ
く
り
は
地
域
探
し
か
ら
…
。
人
も
含

め
た
地
域
資
源
の
再
考
と
確
認
、
そ
れ
を
活
用

し
発
展
さ
せ
る
作
業
が
必
要
で
す
。「
共
に
学

び
、
語
り
、
実
践
す
る
」
を
基
本
に
、
山
奥
組
の

地
域
づ
く
り
実
験
（
未
だ
「
実
践
」
に
は
至
ら

ず
…
）
が
続
き
そ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
輝
く

地
域
で
あ
っ
て
欲
し
い
。
皆
様
の
ご
活
躍
と
、

山
奥
組
へ
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
私
の
奮
闘
記
と
い
た
し
ま
す
。

ふるさとの巨樹調査

～合併を契機に山奥組を発足～

地域づくりは地域探し
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